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浦賀の小学生からのメッセージ、海王丸でサンフランシスコへ 

～咸臨丸サンフランシスコ寄港１５０周年記念～ 

 

１．背景 

1853 年、4隻の黒船が浦賀沖に姿を現したことを契機に、長い間鎖国政策をとってきた江戸幕府

は海軍創設の必要性を感じてオランダ政府に軍艦を注文し、1857 年に咸臨丸が就航しました。その

後、咸臨丸は日米修好通商条約の批准書を交換するための遣米使節団の随伴艦として、1860 年 2

月 10 日に浦賀港を出港し、37 日間の航海の後、日本の公式な船として初めてサンフランシスコに

寄港しました。 

 今年 2010 年は、咸臨丸のサンフランシスコ寄港から 150 年目に当たり、サンフランシスコの遣

米使節団入港 150 周年記念実行委員会により記念行事が計画され、航海訓練所の練習帆船に対して

記念行事への参加要請がありました。当所では、この記念行事の趣旨に賛同するとともに、帆船の

訓練航海にふさわしい機会ととらえ、海王丸の遠洋航海実習の一環として咸臨丸の航跡をたどり、

サンフランシスコに寄港して記念行事に参加する予定にしています。 

 

２．浦賀の小学生への特別講義 

 この海王丸の航海では、咸臨丸出航の地である浦賀の

小学生からのメッセージを、海王丸がサンフランシスコ

の子供達に届けることになっています。これに先立ち、

海王丸の元船長が浦賀の小学校 6 年生の社会科授業の

一環として 150 年前の咸臨丸航海を紹介し、その果たし

た歴史的役割や航海の困難さなどについて、海王丸との

比較を交えながら説明します。 

 

３．実施予定 

日時： 2 月 18 日(木）14:20～15:05（小学校の 6限目） 

場所： 浦賀小学校図書館 

児童： 浦賀小学校 6 年生（3クラス 118 名） 

題目： 「咸臨丸と海王丸」 

講師： 独立行政法人航海訓練所 教授（元海王丸船長） 

   雨宮 伊作（あめみや いさく） 

※上記講義の取材を希望される方は、2月 17 日（水）17:00 までに、下記問い合わせ先へ

お申し込み下さい。 

 

【配布先】神奈川県政記者クラブ、横須賀市政記者クラブ  

◆問い合わせ先     独立行政法人航海訓練所 事務局総務課 

担当：笹原    電話：０４５－２１１－７３０３ 

特別講義の様子 
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練習船海王丸「遣米使節団サンフランシスコ寄港 150 周年記念行事」へ参加 

 

１．背景 

1860 年、日米修好通商条約（1858 年調印）の批准書を交換するため、新見豊前守正興を正

使とする遣米使節団はアメリカ政府のポーハタン号に乗って太平洋を横断し、サンフランシ

スコに到着しました。その際、遣米使節団を護衛するために随行したのが、勝海舟を艦長と

する幕府の咸臨丸です。この航海は、日本人による初めての太平洋横断航海と位置付けられ

ています。 

 今年 2010 年は、この遣米使節団のサンフランシスコ寄港から 150 年目に当たり、サンフラ

ンシスコの遣米使節団入港 150 周年記念実行委員会により記念行事が計画され、航海訓練所

の練習帆船に対して記念行事への参加要請がありました。 

当所では、この記念行事の趣旨に賛同するとともに、帆船の訓練航海にふさわしい機会と

とらえ、海王丸の遠洋航海実習の一環として咸臨丸の航跡をたどり、サンフランシスコに寄

港して記念行事に参加する予定にしています。 

 

２．航海予定 

平成２２年 ４月 ７日（水） 東 京 発 

５月 ５日（水） ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ着 

５月 ９日（日） ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ発 

５月１９日（水） ホノルル着 

５月２３日（日） ホノルル発 

６月 ８日（火） 東 京 着 
※サンフランシスコ発日及びホノルル着日並びに同発日は、 

当初の予定より 1 日繰り上がりました。 

 

３．海王丸要目 

総ﾄﾝ数： 2,556 ﾄﾝ   全 長： 110.09m 

幅 ： 13.80m   深 さ： 10.72m 

機 関： ディーゼル 2 基  出 力： 1,500PS(1,103kW)×2 

実習生： 96 名（東京海洋大学、神戸大学、海技大学校） 

乗組員： 63 名 

※実習生及び乗組員数は平成 22 年 1 月現在のデータによるものであり、変更する事があります。 

 

【配布先】国土交通記者会、国土交通省交通運輸記者会、神奈川県政記者クラブ 

 

◆問い合わせ先 

                独立行政法人航海訓練所 事務局総務課            

担当：石橋    電話：０４５－２１１－７３０３     

 

練習船海王丸 


